
ファッション色彩能力検定１級Ｃ科目

解答作成ガイド



第８回１級Ｃ科目　資料
課題制作用に、ベーシックカラー 140 およぴ自由

に使って良い白紙が数枚配布されます。

Hue & Tone のチャートは資料として問題の冊子に

掲載されています。

解答作成には、色鉛筆など、色のついた筆記用具

も認められています。

　ファッション色彩能力検定試験１級Ｃ科目は、与えられた資料から提案を導く実技試験です。

　実際の試験では、架空のトレンドカラー情報がふたつ与えられ「資料の分析」「商品色の提案」

「商品陳列における色彩構成」の３つの課題を作成するよう求められます。

　試験時間は３時間で、決して十分とはいえませんが、情報を適切にとらえているか、情報を

元にした提案になっているか、提案の流れに矛盾はないかなどが審査されます（※提案内容の

独自性やセンスの善し悪しなどは審査の対象にはなりません）。

　この資料では第８回（2020.2.2 実施）の問題を使って、解答作成の手順や考え方について説

明します。

　慣れていないと難しく感じるかもしれません。最初は時間もかかると思いますが、過去問題

やウェブ上でオープンになっているトレンドカラー情報などを使って、最初は時間を気にせず

じっくり取り組んでください。何度か繰り返すうち、作業のポイントも理解できると思います。

０. ファッション色彩能力検定１級 C科目の概要



1. 資料の分析【設問】

　資料Ａ・Ｂの色の傾向と、その背景にあるイメージやコンセプト（色に対して、どう考え、何を

求めるか）を分析します。

　作業のプロセスは大きく２つあります。

① 提案色の傾向をつかむ

 資料に示された色を色相とトーンによって分類します。

 そこから提案色の色相とトーンの傾向などを探ります。

② キーワードの分析

 資料からキーワードを抽出し、そこに顕れる言葉の傾向を探ります。

　Ｃ科目３つの課題のうち、最も重要な課題です。

　資料の分析が不十分だと、この後の提案も資料の内容にそぐわなくなるかもしれません。十分

に時間をかけて取り組むようにましょう。もっとも面倒な課題かもしれません。また、慣れない

うちは時間がかかると思いますが、繰り返し練習し、要領がわかればある程度早くできるように

なります。

課題１：20xx  Autumn-Winter LADIES’ COLOR 予測情報の分析

　資料Ａ・Ｂは、来シーズン（２０ｘｘ年）の秋冬に向けたレディスウェアに対するカ

ラートレンド情報です。

　この二つの情報を整理・分析し、来シーズン秋冬に提案される色彩の傾向および

その背景にあるコンセプトやイメージの特徴を解説し、解答用紙の所定の欄に記述

しなさい。また、解答欄に付随するHue & Tone、トーンの表およびその周りの余白は、

分析やその説明に必要であれば、自由に利用しなさい。

【設問】

【解答用紙】
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1. 資料の分析 - 提案色の傾向を読む　step1

　資料Ａの色の色相、およびトーンを調べます。

　パレットに示された色を Hue & Tone, Tone の表にプロットします。

　目視で判断できない場合は、問題末に添付された Hue & Tone チャートと比較しながら一番近

い色を選んでください。同じ色相・トーンに分類される色が複数ある場合は、同じ欄に重複し

てプロットしてください。

※わかりやすくするために色を変えています。

　実際の作業は同じ色でかまいません。
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1. 資料の分析 - 提案色の傾向を読む　step2

　資料Ｂの色の色相、およびトーンを調べます。

　資料Ａを調べた Hue & Tone, Tone の表に追加します。

　同じ色相・トーンに分類される色が複数ある場合は、同じ欄に重複してプロットしてください。

※わかりやすくするために色を変えています。

　実際の作業は同じ色でかまいません。
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1. 資料の分析 - 提案色の傾向を読む　step3

　資料ＡＢの色をプロットした Hue & Tone, Tone の表から、提案されている色の傾向を読み取

ります。

① 分布の傾向を把握しやすくするために、ガイドラインを引きます。

 ■Hue & Tone
 ○ 色彩は、「暖色系」「緑系」「寒色系」「紫系」の４つの範囲に区分。

 ○ トーンは「明清色」「暗清色」「濁色」を基本的な区分とします。

 　 また、一部が重複しますが、純色も含めた「高彩度」を１つの範囲に。

 　 「濁色」は、「中彩度域」と「低彩度域」を分けておく。

 ■Tone
 ○ 明度（上下）は、「比較的高明度」「比較的低明度」に二分してみます。

 ○ 彩度は、「低彩度」「中彩度」「高彩度」に三分します。

② ガイドラインで区切られた範囲を１つのカテゴリーとし、色の分布を読みます。

 ■Hue & Tone
 ○ 色相を視点とする

  「暖色」「緑系」「寒色」「紫系」のどこに集中、分散しているか？

 ○ トーンを視点とする

  「明清色」「暗清色」「濁色」「高彩度色」のどこに集中、分散しているか？

  濁色においては「中彩度」域と「低彩度」域で違いがあるか？

 ○ 色相とトーンを重ねてみたとき、どのカテゴリーに集中、分散しているか？

 ■Tone

 ○ 明度を視点とする

  高明度側と低明度側ではどちらに偏りがあるか？

 ○ 彩度を視点とする

  「低彩度」「中彩度」「高彩度」にどんな分布の偏りがあるか？

 ○ 無彩色と有彩色の割合は？
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1. 資料の分析 - 提案色の傾向を読む　step4
　資料ＡＢの色をプロットした Hue & Tone, Tone の表から、提案されている色の傾向を具体的

に読み取ってみましょう。

○ 色相を視点とする
 暖色系が比較的多い（⇔寒色系が少ない）。
 緑系はトーンが分散している。
 紫系はトーンが集中している。

○ 色相とトーンを重ねる
 暖色系は高彩度色から暗清色に集中している。
 紫系は濁色に集中している。
 寒色は少ないが PB 明清色に特徴を感じる　　　　　

○ 明度と彩度
 低彩度色は高明度に偏向
 中・高緯度色は低明度に偏向

○ トーンを視点とする (1)
 濁色系、暗清色系が比較的多い（⇔明清色系が少ない）。
 暗清色系は色相が暖色よりに偏向。
 濁色系は色相が紫よりに偏向。

○ トーンを視点とする (2)
 高彩度色が比較的多い。
 濁色系の彩度によるばらつきはない。

Hue & Tone Tone

これらの結果をまとめると……

・・・・

資料Ａ・Ｂで提案された色の傾向は以下のよう

なります。

【色相・トーンの傾向】

　・暖色系が比較的多い。

　・暗清色が比較的多い。

　・高彩度色が目立つ。

【分布のの特徴】

　・暖色系と紫系に集中が見られる。

　 ・暖色系は高彩度から暗清色に偏り。

　 ・紫系が濁色に偏りがある。

　・PB の明清色に特徴がある。

　・トーンの分散はあるが緑系に特徴。

　・低彩度色は比較的明度が高い。

　・中～高彩度色は比較的明度が低い。
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1. 資料の分析 - キーワードの抽出と整理　step1
　資料Ａ・Ｂのキーワードを抽出します。

　目についた言葉をどんどんチェックしてゆきましょう。

　提案の共通した視点を探り、シーズン全体のイメージを総括するための作業です。
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1. 資料の分析 - キーワードの抽出と整理　step2
　資料Ａ・Ｂから抽出したキーワードを書き出します。

　同じ言葉があっても、繰り返し書き出しておきましょう。

　また、似ている言葉はグループにしてみます。

抽出したキーワードをグ

ループにします。似てい

ると感じるキーワードを

まとめてみましょう（自

分自身の視点でかまいま

せん）。

この作業は、２つの提案

の背景を探ることが目的

です。共通している点や

異なっている点を探りな

がら、シーズンの方向性

を見出してゆきます。※わかりやすくするために色を変えています。

　実際の作業は同じ色でかまいません。
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1. 資料の分析 - キーワードの抽出と整理　step3
　グループにしたキーワードをさらに整理します。

　そこから、このシーズンにおける提案の大きな方向性を見出します。

ふたつの提案に含まれたキーワードを総合的に分析すると、4つの軸を読み取ることができます。

① 自分自身を見つめる姿勢（ルーツを求める／起源／本当の姿……etc.）

② 心の中で感じる懐かしさや寂しさ、安らぎ、記憶（懐かしい／安心できる場所／忘却……etc.）

③ 静かな移り変わり（静謐な／揺らぎ／穏やかな変化……etc.）

④ 力強さや変化を促すエネルギー（瞬間的な煌めき／破裂する／活力を生み出す炎／内部に秘めた……etc.）

また、異物や異質の対立や融合、分離を示唆する視点も見ることができます。

これらから、“自己を中心に据えた静かで穏やかな、やや寂しくもある心象や世界と、秘められた活力が引き起こす変化”を提案の

背景に見出すことができます。

① キーワードの各グルー

プにそのグループを一言

で表現する“タグ”を付

けてみましょう。キーワー

ドのひとつを選んでも、

新たに作ってもかまいま

せん。

② 傾向が似ている、ある

いは関連があると考える

グループ（グループ化し

ていないキーワードも含

む）をさらにまとめて、“タ

イトル”をつけてみましょ

う。

・・・・・・

あなたの読み取った、提

案の軸が現れます。

ここでのまとめを整

理して、説明してみ

ましょう。

これが提案に登場し

たキーワードの分析

になります。



ふたつの提案に含まれたキーワードを総合的に分析すると、4つの軸を読み取ることができます。

　① 自分自身を見つめる姿勢（ルーツを求める／起源／本当の姿……etc.）

　② 心の中で感じる懐かしさや寂しさ、安らぎ、記憶（懐かしい／安心できる場所／忘却……etc.）

　③ 静かな移り変わり（静謐な／揺らぎ／穏やかな変化……etc.）

　④ 力強さや変化を促すエネルギー（瞬間的な煌めき／破裂する／活力を生み出す炎／内部に秘めた……etc.）

また、異物や異質の対立や融合、分離を示唆する視点も見ることができます。

これらから、“自己を中心に据えた静かで穏やかな、やや寂しくもある心象や世界と、秘められた活力が引き起

こす変化”を提案の背景に見出すことができます。

資料Ａ・Ｂで提案された色の傾向は以下のようなります（下図参照）。

【色相・トーンの傾向】 　・暖色系が比較的多い。 ・暗清色系が比較的多い。

  　・高彩度色が目立つ。

【分布の特徴】　・暖色系と紫系に集中が見られる……暖色系は高彩度から暗清色に、紫系は濁色に偏りがある。

　　　　　　　・PB の明清色に特徴がある。また、トーンは分散しているが緑系の出現も目に留まる。

　　　　　　　・低彩度色は比較的明度が高く、中～高彩度色は比較的明度が低い。

暖色系は高彩度、低明度に偏り PB 明清色

紫系は濁色に偏り緑系は幅広く分布

低彩度色は高明度

中・高彩度色は低明度

資料Ａ・Ｂの提案色の色相、およびトーンの分布

「
提
案
色
の
傾
向
を
読
む
」
の
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と
め
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ー
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と
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理
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分
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1. 資料の分析 - 「課題１」解答用紙の作成

　ここまでの分析から、課題１の解答を作成します。

① 提案色の傾向

 ・「提案色の傾向を読む　step4」のまとめを記入。

 ・ Hue & Tone、Tone の各表に提案色の色相、トーンをプロット。

 　まとめの記述に合わせて、表中の特徴的な分布箇所をわかりやすく指示。

② キーワードの分析

 ・「キーワードの抽出と整理　step3」のまとめを記入

  ※実際の試験では、特にまとめ方の指示はありません。

  　ここで示した解答は、あくまでも一例です。

◎ 解答作成の留意点

 ・内容を完結に記述しましょう。

 ・資料との関連がわかりやすく記述、作成しましょう。

試験では、Hue & Tone、Tone の表への記入は任意とされていますが、分析結

果を具体的に見せるためには、適切に活用することが望ましいでしょう。

キーワードも資料内の言葉を示しながらまとめると関連がわかりやすくなり

ます。

 ・資料を客観的にまとめることを心がけましょう。

資料に記述されていない事柄（現在の社会、ファッション状況など）は必要

ありません。

また、資料との関連が薄い主観的な考えも必要ありません。

　実際の試験は３時間ですが、資料の分析が不完全だと、課題２、課題３の内容に

も影響し、全体として弱い提案になってしまいます。

　資料の分析は、慌てずにある程度時間をかけましょう。

　ただし、時間を掛けすぎると、後の課題が出来なくなります。

　予め、過去問題などで時間をかけて練習して下さい。

　手順が理解できれば、途中のプロセスを簡略しても、適切な解答作成ができるよ

うになります。



　各パレットのテーマや説明中のキーワードを総合的に分析すると、4つの軸を読み取ることができる。

　「ルーツを求める」「本当の姿」などから『自分自身を見つめる姿勢』が１つの主題として現れる。また、「懐

かしい」「安心できる」「忘却」などから、『懐かしさと寂しさ』と『安らぎ』が入り交じった心象が、「静謐な」「穏

やかな変化」などから物事が『静かに変化』してゆく様子がうかがえる。こうしたややストイックな姿勢に対抗

するように「煌めき」「活力を生み出す炎」「破滅」など『力強さ』や『秘められたエネルギー』を感じさせる言

葉がコントラストを作り出している。また、「異質」「融合」「分離」など対立の関係を示唆する視点ある。

　これらから、“自己を中心に据えた静かで穏やかな、やや寂しくもある心象や世界と、秘められた活力が引き

起こす変化”をひとつのストーリーとして提案の背景に見出すことができる。

　資料Ａ・Ｂで提案されている41色の内訳を色相、およびトーンの分布でとらえると、色相はR～Ｙの暖色系、トー

ンでは暗清色が比較的多いことがわかる。また、dp、st など高彩度の色も目立つ。色相とトーンを合わせてみて

も、暖色系の暗清色や高彩度色に分布の集中がみられる。また、紫系（P, RP）は濁色に限り分布が集中している。

出現数は少ないものの、暖色系が多い中、PB の明清色が目を引く。緑系（GY, G）については、トーンが分散し

ているため目立たないが、数としては無視できない。

　トーンのみの分布では、低彩度色が高明度、中・高彩度色が低明度に偏向していることがわかる。

各パレットのテーマやキーワードからは 4つの軸を読み取ることがでる。

 ・ルーツを求める／起源／本当の姿 etc.――自分自身を見つめる姿勢

 ・懐かしい／安心できる場所／忘却 etc.――心の中で感じる懐かしさや寂しさ、安らぎ、記憶

 ・静謐な／揺らぎ／穏やかな変化 etc.――静かな移り変わり

 ・瞬間的な煌めき／破裂する／活力を生み出す炎／ etc.――力強さや変化を促すエネルギー

他にも、異物や異質の対立や融合、分離を示唆する視点もある。

これらの軸から、“自己を中心に据えた静かで穏やかな、やや寂しくもある心象や世界と、秘められた活力が引

き起こす変化”を提案の背景に見出すことができる。

資料Ａ・Ｂのパレットには、色相、トーンの視点から以下のような傾向を見いだすことができる。

 ・色相については暖色系が比較的多い。 

 ・トーンについては暗清色系が比較的多い。また、高彩度色が目立つ。

 ・暖色系は高彩度から暗清色に集中している。

 ・紫系が濁色に集中している。

 ・PB の明清色や、トーンは分散しているが緑系の出現も目に留まる。

資料Ａ・Ｂの提案色の偏り

資料Ａ・Ｂの提案色の色相、およびトーンの分布

低彩度色が高明度、

中・高彩度色が低明度に偏向している

暖色系の暗清色や高彩度色に

分布の集中がみられる

暖色系暗清色／高彩度色

紫系濁色

PB 明清色

低彩度／高明度

中・高彩度／低明度

緑系

暖色系が多い中、PB の明清色が目を引く

緑系は、トーンが分散しているが、無視できない

紫系は濁色に限り分布が集中している

　解答の書式は特に指定されていません。

　同じ内容で書き方の異なった例を示します。1. 資料の分析 - 「課題１」解答用紙の作成 ２



2. 商品色の提案【設問】

課題２：商品色の提案

　「課題１」の分析を踏まえ、レディスウェアの商品色、およびカラーコーディネー

ションの提案をしなさい。なお、提案対象のファッションイメージは次から選択する。

 「エレガンス」「ロマンティック」「エスニック」「スポーティブ」

　提案する各内容については、解答用紙の所定の欄に記述し、必要な箇所には色票

を切り貼りして解答を作成しなさい。

【提案内容】

１．テーマ／コンセプト

　資料Ａ・Ｂの分析結果を踏まえ、商品色彩のテーマやコンセプトを策定し記述。

２．イメージ

　テーマやコンセプトの背景にあるイメージについて記述。

３．提案色

　テーマやコンセプトに沿って、２０ｘｘ秋冬に向けた提案色を３色選ぶ。

　選んだ色は配布された色票から切り出し、所定の欄に貼付。

４．提案色を使ったカラーコーディネーションの例

　「３．提案色」で選んだ３色をベースカラーとした配色例（ベースカラー1色＋アソー

トカラー 2 色の 3 色配色）を、それぞれ 2 例ずつ、色票を使って作成する。また、

その配色方法、その理由など、配色について解説。

　※アソートカラーは、無彩色も含め自由に選択。

【設問】

【解答用紙】

以下の点に留意し、提案を作成してください。

■与えられた情報を必ずふまえること

　提案内容のオリジナリティや実際のトレンドとの関連などは特に評価されません。

　あくまでも資料をいかに読み取り、提案につなげてゆくかの手際が大切です。

■色彩の専門用語は適切に使うこと

　「色相」「明度」「彩度」「トーン」などの専門用語や「フォ・カマイユ」などの配色名は適

切に使ってください。

■提案に矛盾がないようにする

　情報との関連はもとより、提案内容の中での整合性も求められます。テーマから配色まで、

一貫性のある提案を心がけましょう。



2. 商品色の提案 - 課題の概要、留意点

　課題１『情報の分析』の結果を受けて、シーズンに向けた商品色の提案をします。

　提案には以下の内容を求められます。

① ファッションイメージ（指定されたいくつかのイメージの中から選びます）

・・・

② テーマ、コンセプト

③ イメージ

④ 提案色

・・・

⑤ 提案色を使ったカラーコーディネーションの例

　原則として①から順番に作成してゆくのが基本ですが、①～④は、提案として一体になって

います。決定しやすいところから考えてもいいでしょう。

以下の点に留意し、提案を作成してください。

■与えられた情報を必ずふまえること

　提案内容のオリジナリティや実際のトレンドとの関連などは特に評価されません。

　あくまでも資料をいかに読み取り、提案につなげてゆくかの手際が大切です。与えられた

情報をよくかみ砕き、根拠のある提案を心がけてください。

■色彩の専門用語は適切に使うこと

　「色相」「明度」「彩度」「トーン」などの専門用語や「フォ・カマイユ」「トーン・オン・トー

ン」「トーン・イン・トーン」などの配色名は使うべき箇所で適切に使ってください。色彩の

検定試験ですから、用語の使い方が間違っていたら、大きな減点になります。

■内容をすべて考えた上で答案の作成をすること

　解答用紙に記述、作成する前に、内容の全体を決定しておきましょう。

　情報との関連はもとより、提案内容の中での整合性も求められます。例えば、選んだファッ

ションイメージと、提案色や配色がコンセプトやイメージを介してつながっていなければな

りません。提案の流れを意識しながら、内容に一貫性があるよう心がけましょう。



2. 商品色の提案 - ファッションイメージ

① ファッションイメージ

　検定試験では、この提案を作成する時にいくつかのファッションイメージから全体の方向

性を示すことが求められます。『ファッション色彩Ⅱ』に採録されている以下の８つのイメー

ジについて出題される可能性があります。

　各イメージのベースカラーについては『ファッション色彩Ⅱ』を参照してください。

　テキストの通りの色を選ぶ必要はありませんが、イメージから外れすぎていると提案に無

理が出てきます。

　各イメージの配色には留意しましょう。色そのものが典型的ではなくても、配色の仕方で

雰囲気を出すことができます。色相・トーンのドミナント、コントラストに着目すると次の

ように整理することができます。

　コンセプトやイメージの説明に大きな矛盾がなければ、必ずしもこの通りの配色を使う必

要はありません。あくまで参考と考えてください。

　その上で、提案する色や内容に合わせ、無理のないイメージを選ぶようにしましょう。

トーンのドミナント

トーンのコントラスト
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□ ファッションイメージを最初に決めて、コンセプトを構築した例

課題１のキーワード分析や、抽出したキーワード群

を引用しながら、コンセプトを作成
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2. 商品色の提案 - テーマ／コンセプト、イメージ

② テーマとコンセプトの策定、および、イメージの提示について

　テーマ、コンセプト、イメージを記述します。

　この３つを混同してしまうケースがよくあります。それぞれを区別して考えましょう。

　また、テーマやコンセプトは、先のファッションイメージとも関係します。両者の整合性

が失われないよう留意しましょう。

● テーマ：主題の提示

　テーマは、提案全体を一言で表現するキーワードと考えましょう。

　『情報の分析』を受ける内容であれば、特に選び方はありません。資料のキーワードから見

つけるのもよいでしょう。内容にかなっていれば自分の言葉でもかまいません。

● コンセプトの策定：色彩に対する考え方を示す

　コンセプトは、考え方です。この場合は色彩に対する考え方になります。

　どんな視点で選んだ色彩か、色彩にどんな効果を求めるか、などを説明してください。

● イメージ：テーマの背景にあるさまざまなイメージ

　色彩から連想される“具体的な”物事、情景などを示してください。

※コンセプトかイメージか？

　コンセプトとイメージは、内容が重なる場合もありますがその目的は明確に違います。

　例えば――

 『かわいい』……これだけではコンセプトかイメージかわかりません

 『かわいらしさを表現する』……これは“考え方”ですからコンセプトです。

 『子猫のようにかわいい』……これは具体的な“連想”ですからイメージです（※）。

 ※かわいい、だけでは具体的な想像につながらず、イメージとしては弱い。

【作成のヒント】

　キーワードの分析で、示されたいくつかの“軸”を元に考えるのが基本です。

　進め方としては、いくつかの方法が考えられます。

(1) 最初にファッションイメージを決め、分析で得た軸の中から適切なものを選び、ファッションイメー

ジに合わせるようにしてコンセプトを構築する。

(2) 分析で得た軸のうち、ひとつを選び、それをもとにコンセプトを構築する。その結果によって適切な

ファッションイメージを選ぶ。

(3) 分析で得た軸のうち２つ程度を組み合わせてコンセプトを構築する。その結果によって適切なファッ

ションイメージを選ぶ。



2. 商品色の提案 - 提案色と配色

③ 提案色

　テーマ、コンセプト、イメージを踏まえて提案色を３色選びます。

　資料の色を必ずしも使う必要はありませんが、資料に基づきコンセプトやイメージを考え

ました、色彩も資料を基準にしながら選ぶことで、提案全体の一貫性が保ちやすくなります。

　また、特に問題には指示されていませんが商品色の提案という前提から、３色は商品のカ

ラーバリエーションと考え、色を選びましょう。

【提案色選びの視点】

(1) 色相…… 原則として、３色の色相はなるべく異なったものを選びます。

(2) トーン…… 色彩におけるイメージの共通性は、多くをトーンに依存します。

  ３色のトーンは何かしらの共通性を持たせておくとよいでしょう。

　   　例１．同一トーンにする

　   　例２．「清色」から選ぶ（「濁色」から選ぶ）

　   　例３．「低彩度」でそろえる（「高彩度でそろえる」）

         ……etc.

　これはあくまでも例です。コンセプトやイメージにかない、カラーバリエーションの広がりが感じられ

る選択を工夫しましょう。

④ 提案色を使ったカラーコーディネーションの例

　提案色として選んだ３色を使って各２例ずつ、配色例を作成します。

　コンセプトやイメージを表現するつもりで配色を考えましょう。

【配色の考え方】

　設定したファッションイメージに注目し、基本的な配色の考え方を決めましょう。

　基本的な配色は大きく次の２種類に分かれます。

 Ａ．色相のドミナント（フォ・カマイユ／トーン・オン・トーン）系

 Ｂ．トーンのドミナント（フォ・カマイユ／トーン・イン・トーン）系

　いずれかを選び、制作する６種類の配色すべてを同じ考え方で統一します。

　同じ色を基調色とする配色については、少し雰囲気を変えるようにしましょう。

　イメージに沿った範囲で最大限、いろいろなバリエーションができるよう、考えましょう。

　グラデーションやアクセントカラーなどを活用してもかまいません。

　理論通りである必要はありませんが、理論を踏まえて作成するよう心がけましょう。

　「カラーコーディネーシヨンの説明」は、イメージとの関連、基本的な考え方、活用する配色方法や配

色のテクニックなどを記述してください。

中彩度、低彩度の彩度を抑えたトーンで揃え、明度には変化をつける。

紫系を主要な色とし、バリエーションとして、資料に登場した緑系、黄系。

説明との整合性が重要。



【留意すべき点】

(1) 見た目の印象

 陳列の方向性です。コンセプトに合わせて色を並べましょう。

(2) グルーピングとゾーニング

 色をいくつかのグループに分けることで見やすくなります。

 壁面やフロアを色彩によるゾーンをつくることで構成がとらえやすくなります。

(3) ラックやテーブル上での色の順序

 類似感を活かすか、コントラストを強調するのかの二通りでが考えられます。

課題３：商品陳列における色彩構成

　「課題２」で提案したテーマやコンセプト等を前提

とし、店舗内のアイテム・プレゼンテーションにお

ける色彩構成について提案しなさい。提案内容は、

以下の課題に従って解答用紙に作成しなさい。

課題３－１／ＩＰの色彩構成

　解答用紙に示された店舗平面図、壁面立面図のテーブル（フォールデッド）、ハン

ガーによる商品陳列を想定し、所定の欄に色票を貼付して、店舗内の色彩構成を提

案しなさい。ただし、以下の条件に従うこと。

条　件

1．「課題２」の「４．提案色を使ったカラーコーディネーションの例」で使ったベー

スカラーとアソートカラーは、全色必ず使うこと。

２．上記以外の色を加える場合は、「課題２」で提案したテーマやコンセプト、

イメージに従って選ぶこと。

３．意図的に、同じ色を連続して並べたり、異なった箇所へ繰り返し使うこと

は構わない。

課題３－２／色彩構成の解説

　「課題３－１／ＩＰの色彩構成」について、色彩構成の意図や狙い、留意した点な

どを解説しなさい。

　説明のために必要であれば、課題３－１で作成した図中に、言葉、区切り線、囲み線、

図形、記号などの記入をしてもよい。

【設問】

店舗イメージ

【解答用紙】３. 商品陳列における色彩構成【設問】



① 提案色のグルーピング

　課題２で提案した色（提案色３色＋配合色）をすべて並べて、いくつかにグルーピングし

てみます。

　配色をバラバラにして、３～４つのグループに分けてみましょう。同じ色でもいくつかの

分け方を試して、提案のイメージに適したグルーピングを採用しましょう。

② 店舗内でのゾーニングを検討しながらグルーピングした色を配置、構成

　グルーピングした色を解答用紙の図に並べ、だいたいの配置とゾーニングを考えます。ラッ

クやテーブルに色を置きながら見当をつけてゆきましょう。

③ 色彩のグルーピング、ゾーニングをふまえ、付け加える色を検討

　課題 2で提案した提案色および配合色以外の色を加えることも許されています。色の配置

を考えながら、他にどんな色を加えたらいいかも検討してゆきましょう。

３. 商品陳列における色彩構成 － グルーピングとゾーニング

紫系

中彩度／中・低明度 低彩度／中・低明度 清色系 濁色系／高明度

緑系

課題２で作成した配色

（提案色＋配合色）

黄系

色相に注目して

グルーピング

こちらを採用

トーン（明度・彩度）に注目してグルーピング

紫系（中性色）で

ゾーニング？

緑系（中性色）で

ゾーニング？

黄系（暖色系）で

ゾーニング？

無彩色を加えたら

どうだろう？

セパレーションカラー風？

高
彩
度
の
色
を
加
え
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
？

ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
風
？

テーマにあわせて、色相によるグルーピングを採用。

暖色を紫系と緑系で挟むようにゾーニング。

セパレーションカラー的に活用できる無彩色を加える

アクセントカラーとなる高彩度の色を加える



３. 商品陳列における色彩構成 -　ＩＰの決定／解答の作成

④ 各色のボリュームや新たに加えた色の配置を決定

　解答用紙の欄（ハンガーラック、テーブル）にあわせ、色を並べてゆきます。

　設定したゾーニングを崩さないよう、新たに加える色の配置を決定しましょう。

　同じ色を繰り返し使ってもかまいません。

　「提案色」３色のボリュームは大きめにすると提案からの整合性が保たれます。

⑤ 色の順番を調整

　各色を並べる順番を調整し、決定します。

　落ち着いたイメージの提案であれば、グラデーションのような自然な連続が適当です。

　賑やかな印象をつくるのであれば、色相や明度のコントラストを活かしましょう。

 ※最終的には見た目の問題です。

 　ちゃんとした意図があれば、どのような順番で並べてもかまいません。

⑥ 解答の作成

　ここまでの作業を解答として作成します。

● 課題３－１／ＩＰの色彩構成

　解答用紙に、色紙を貼って解答を作成します。

　グルーピングやゾーニングの範囲など、解答内に書き込んでもかまいません。

　色のついた筆記用具も使用可能です。

　どのように構成したかをわかりやすく作成してください。

● 課題３－２／色彩構成の解説

　どのような意図をもってグルーピングやゾーニングをしたかを中心にして解説してみま

しょう。また、色の配列にどのような色彩的な効果を期待するかなども説明してください。

※大切なことは、課題２の提案に準じたイメージや印象を維持することです。

　出来上がったら、課題１、２、３を並べ、矛盾なく計画されているかを確認しましょう。

※未完成は評価されません。課題１、２，３の全てが完成して、はじめて評価されます。試

験時間（３時間）はけっして充分ではありませんが、完成までの時間配分に注意しながら、

必ずすべてを完成させてください。

�ー��������ー��の���や����や���た色彩の���を���るた��色�に�る�ー���を

����る�����色����の３�の�ー�に�け�������ーの�彩色を各�ー�の�に�����ー

�����ーの��を���る�

��の���に����彩�の��色を陳列������の�調��る���の�ー��に�やや彩�の��色を
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�た�各�ー�の�����������������る��に����ー����に������を�え���
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紫系白

黒

グレー

暖色系

中・高彩度色 緑系



紫系白

黒

グレー

暖色系

中・高彩度色 緑系

「課題２ 商品色の提案」と「課題３ 商品陳列における色彩構成」を並べてみます。

２つの課題に整合性がとれているかをチェックします。
2 - 3. 商品色の提案／商品陳列における色彩構成　解答例 １



色相の対比

彩度の対比

提案色Ｂ 提案色Ａ

提
案
色
Ｃ

提案色に対して
コントラストの強い配合色

作成例１と同じ資料から別の提案をした例です。
2 - 3. 商品色の提案／商品陳列における色彩構成　解答例 ２



寒色系

暖色系

中性色系

提案色Ａ 提案色Ｂ

提案色Ｃ

暖色＋寒色＋無彩色

作成例１と同じ資料から別の提案をした例です。
2 - 3. 商品色の提案／商品陳列における色彩構成　解答例 ３


